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原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や
、
戦
争
の
悲

惨
さ
、
そ
し
て
平
和
の
尊
さ
を
考
え

て
い
た
だ
く
た
め
、「
広
島
・
長
崎
原

爆
の
絵
」
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
平
和
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

８
月
１
日
(木)
〜
16
日
(金)

▼
場
所

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
３
５
６

高
等
女
学
院
３
年
生
の
と
き
に
被

爆
体
験
を
さ
れ
た
方
か
ら
、
自
身
の

体
験
を
通
し
て
平
和
の
尊
さ
に
つ
い

て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時

８
月
５
日
(月)
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

▼
場
所

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
３
５
６

皆
さ
ん
、「
道
路
」
は
あ
ま
り
に
も

身
近
な
存
在
で
、
そ
の
重
要
性
を
忘

れ
が
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

道
路
は
誰
も
が
自
由
に
通
行
で
き

る
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
道
路
を

常
に
安
全
、
快
適
に
通
行
で
き
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
広
く
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
。

・
長
時
間
駐
車
し
て
通
行
の
じ
ゃ
ま

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

・
看
板
や
商
品
、
樹
木
な
ど
が
道
路

に
は
み
だ
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

・
道
路
に
空
き
缶
や
ご
み
を
捨
て
て

い
ま
せ
ん
か
。

土
木
課
で
は
道
路
の
清
掃
や
修
繕
、

街
路
樹
の
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
道
路
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

兵
庫
県
県
土
整
備
部

播
磨
町
役
場
土
木
課

橋
梁
架
け
換
え
工
事
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
ま
し
た
県
道
別
府
平

岡
線
の
住
吉
橋
が
、
８
月
８
日
に
開

通
い
た
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
の
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

兵
庫
県
加
古
川
土

木
事
務
所
工
務
第
１
課

1
０
７
９
４
（
２
１
）
１
１
０
１

（
内
線
）
５
２
６

・
播
磨
町
役
場
土
木
課
　

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
５
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先
月
号
（
７
月
）
広
報
で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
８
月
上
旬
に
世
帯
主

あ
て
に
住
民
票
コ
ー
ド
通
知
は
が
き

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

こ
の
は
が
き
は
お
知
ら
せ
で
す
の

で
、
返
事
を
い
た
だ
く
と
か
、
何
か

を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
お
宅
で
大
切
に
保
管
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

番
号
を
変
更
し
た
い
と
き
は
、
ご

本
人
が
直
接
役
場
の
住
民
課
の
窓
口

で
手
続
き
す
れ
ば
変
更
で
き
ま
す
。

（
住
民
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

※
た
だ
し
、
番
号
の
指
定
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

住
民
課
住
民
基
本
台
帳
係

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
３

８
月
５
日
(月)
か
ら
住
民
票
の
用
紙

を
Ａ
４
判
に
し
、
同
一
世
帯
で
あ
れ

ば
４
人
ま
で
１
枚
の
用
紙
に
記
載
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

住
民
課
住
民
基
本
台
帳
係

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
３

▼
日
時

８
月
５
日
(月)
・
23
日
(金)

午
前
９
時
〜
11
時

▼
場
所

産
業
生
活
課

▼
引
取
手
数
料

千
700
円
（
生
後
91

日
以
上
は
１
匹
、
生
後
90
日
以
内
は

１
回
に
つ
き
10
匹
ま
で
）

※
前
記
以
外
の
日
時
で
は
、
引
き
取

り
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

産
業
生
活
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
４

▼
日
時

毎
週
水
曜
日
　
午
前
10
時

15
分
〜
10
時
35
分

▼
場
所

加
古
川
健
康
福
祉
事
務
所

裏
庭
（
印
鑑
持
参
）

▼
引
取
手
数
料

千
700
円
（
生
後
91

日
以
上
は
１
頭
、
生
後
90
日
以
内
は

１
回
に
つ
き
10
頭
ま
で
）

※
時
間
は
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

明
石
健
康
福
祉
事
務
所
衛
生
課

1
０
７
８
（
９
１
７
）
１
１
２
９

▼
日
時

８
月
15
日
(木)
午
後
１
時
〜

午
後
８
時
、
16
日
(金)
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

▼
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

塵
芥
処
理
セ
ン
タ
ー

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
５
６
２

加
古
川
、
高
砂
市
内
で
浄
化
槽
の

点
検
業
者
を
装
い
、
清
掃
費
用
、
点

検
費
用
な
ど
を
徴
収
す
る
詐
欺
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
播
磨
町
で
も
同
様

の
手
口
で
費
用
を
だ
ま
し
と
ら
れ
る

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
新
聞
に

も
掲
載
さ
れ
、
既
に
ご
存
じ
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
の
保
守
点
検
な
ど
は
、
各

ご
家
庭
で
契
約
さ
れ
た
業
者
が
伺
い

ま
す
。
い
つ
も
と
違
う
人
物
で
あ
っ

た
り
、
不
審
な
と
き
は
、
そ
の
場
で
、

契
約
さ
れ
た
業
者
に
電
話
で
確
認
す

る
な
ど
し
て
、
詐
欺
に
あ
わ
な
い
よ

う
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

産
業
生
活
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
４
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住
民
票
コ
ー
ド
通
知
は
が
き

を
送
付
し
ま
す

�
65歳になったとき�
�
�
病気やケガで重い障害が残ったとき�
�
第１号被保険者期間中に死亡したとき�
第３号被保険者期間中に死亡したとき�

�
老齢基礎年金の受給手続きをする�
�
�
障害基礎年金の受給手続きをする�
�
遺族基礎年金・寡婦年金・死亡一時金の請求�
遺族基礎年金の請求�

第１号被保険者期間のみ→役場住民課�
第３号被保険者期間を含む→加古川社会保険事務所�
初診日に第１号被保険者→役場住民課�
初診日に第３号被保険者→加古川社会保険事務所�
20歳前に障害になった場合→役場住民課�
役場住民課�
加古川社会保険事務所�

�
定額以上の保険料を納める�
�
海外に居住した場合も保険料を�
納める�
�
60歳から65歳になるまで�
保険料を納める�
�

付加保険料の手続きをする�
国民年金基金に加入する�
�
任意加入の手続きをする�
�
国民年金に任意加入する�

役場住民課�
兵庫県国民年金基金�
最終住所地に協力者がいる→役場住民課�
最終住所地に協力者がいない→日本国民年金協会�
�
役場住民課�

こんなとき� ど　う　す　る�
年　金　を　も　ら　う�

も　ら　う　年　金　を　増　や　す�

届　出　先�

問い合わせ　役場住民課国民年金係 10794（35）2363�
　　　　　　加古川社会保険事務所 10794（27）4511�
　　　　　　兵庫県国民年金基金 1078（271）2535�
　　　　　　日本国民年金協会 103（3265）2885

▲
�

８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

広
島
の
被
爆
体
験
者
に
よ
る

平
和
祈
念
講
話
会 く

ら
し

住民票コードとは�
　①住民基本台帳ネットワークシステムを支えるための11桁
の個人固有の数字です。�

　②無作為に抽出された全く規則性もなく、番号自身は何の
意味も持たない数字です。�

播磨町役場住民課�

住民票コード通知書�住民票コードとは�

○○  ○○様�

世帯主あてに�
送付します。�

※お名前と住民票�
　コードが記載さ�
　れています。�

※住民票コードの�
　説明が記載され�
　ています。�

公�
印�

住
民
票
の
様
式
を
変
更
し
ま
す

猫
の
引
き
取
り

犬
の
引
き
取
り

お
盆
の
供
物
処
理

浄
化
槽
の
保
守
契
約
金
詐
欺

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

平
　
和

平
和
展

８
月
15
日
は
、

57
回
目
の

終
戦
記
念
日
に

あ
た
り
ま
す
。

町
で
は
正
午
に
戦
没
者
追
悼
の
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
一
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

お
知ら

せ

８
月
８
日
(木)
、
住
吉
橋
開
通
！

�

加古川市�

稲 美 町 �

播 磨 町 �

件　数�傷　者�死者�

1,276�

181�

130

（＋110）�

（＋31）�

（＋12）�

1,530�

229�

164

（＋87）�

（＋27）�

（＋24）�

8�

0�

1

（＋3）�

（－2）�

（＋1）�

平成14年6月末現在�

▲歓迎の花束を受け取り登庁する佐伯町長

６月25日(火)に告示された町長選
挙で佐伯忠良氏が再選され、７月
８日(月)には、大勢の職員に迎えら
れて初登庁。３期目の佐伯町政が
スタートしました。

■
自
律
・
共
生
の
社
会
づ
く
り

み
ん
な
が
主
役
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
支
え

合
う
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
誰
で
も
が
芸
術
文
化
や

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
感
動
と
共
感
の
輪
を
広
げ
ま

す
。

■
自
然
と
調
和
し
た
環
境
社
会
づ
く
り

川
や
た
め
池
、
海
を
再
生
し
、
緑
豊
か
で
安
全

な
生
活
快
適
空
間
を
創
造
し
ま
す
。

ま
ち
の
機
能
を
高
め
る
た
め
に
、
駅
周
辺
と
道

路
等
の
整
備
を
す
す
め
ま
す
。

■
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
づ
く
り

保
健
、
医
療
、
福
祉
を
増
進
し
、
生
活
の
安
心

の
基
盤
づ
く
り
と
と
も
、
子
育
て
環
境
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

事
故
や
災
害
か
ら
住
民
を
守
り
、
安
全
が
保
障

さ
れ
た
社
会
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

■
連
携
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

対
話
、
情
報
の
交
換
を
よ
り
活
発
化
さ
せ
、
ま

ち
の
課
題
の
共
有
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

行
財
政
の
構
造
改
革
を
推
進
し
て
、
ま
ち
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

みみみみ
なななな
ささささ
んんんん
とととと
とととと
もももも
にににに
「「「「
明明明明
日日日日
のののの
はははは
りりりり
まままま
をををを
めめめめ
ざざざざ
しししし
てててて
」」」」

佐伯町政佐伯町政
33期目がスタ－ト期目がスタ－ト情情

・・
報報
・・
のの
・・
ぺぺ
・・
ええ
・・
じじ


